
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

47,082,778平均値 59.9 65.4 65.7 65.0 66.8平均値 45.8 48.9 50.3 49.8 50.9

当該値 58.6 61.6 62.9 64.5 64.7

H29 H25 H26

当該値 102,774,043 103,096,983当該値 78.1 79.2 77.6 79.3 71.6

H27 H28 H29

　平成30年から新たに、膝関節疾患にも診療機
能を拡充したほか、他病院との円滑な連携によ
り、地域包括ケア病棟や回復期リハビリテー
ション病棟の利用率向上を図ることなどによ
り、新規入院患者の確保を行い、経常黒字化を
目指します。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

102,850,953 103,153,010 105,853,963

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 40,264,615 41,593,368 42,578,034 45,645,830

全体総括

平均値 23.2 23.2 23.9 23.8 23.9平均値 54.0 55.6 54.8 55.8 56.1

16.4当該値 78.3 74.8 70.5 75.7 73.5

平均値 48,203

当該値 17.1 16.1当該値 11,838 11,982 11,845 11,386 11,47749,631 50,646 16.7 16.2当該値 46,579

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,941 12,272 13,096 13,552 13,79250,510 50,958

2. 老朽化の状況について

　平成11年開院の施設であり、建物等の設備に
ついてしゅん工から約20年が経過する中、老朽
化の影響が少しずつ発生してきています。
　今後は、適切な修繕計画に基づき、メンテナ
ンスを行っていく必要があります。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

48,921 50,413

72.6 73.5

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

85.3 80.7 73.1 76.3 80.7 平均値92.2 90.2 91.1 90.1 89.6 平均値 70.6 71.3

47,703 47,903

81.5 77.6

平均値 99.0 97.7 98.0 97.2 97.0 平均値

465.1 464.5 490.9 当該値 71.0 77.173.3 76.2 69.1 当該値 525.3 490.4

70.5

当該値 85.8 99.5 103.0 99.8 97.0 当該値 61.3 67.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

  脳血管疾患に加え、神経・脊椎脊髄分野に診
療機能を拡大したことなどにより、平成27年度
に経常黒字となりましたが、その後、入院患者
数が伸び悩み、平成28年度以降は再び経常赤字
となっています。
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※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　政策的医療を含む中枢神経全般に対する高度
急性期・急性期から回復期までの一貫した医療
機能を活かし、「脳卒中」「神経疾患」「脊椎
脊髄疾患」「リハビリテーション」の専門病院
として先進的な医療と臨床研究に取組んでいま
す。
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経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 その他 300

経営比較分析表（平成29年度決算）
神奈川県横浜市　脳卒中・神経脊椎センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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